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SLOGAN 専門人材の共創を刺激してVUCA時代のイノベーションを後押しする
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MISSION 専門分野の間に橋を架ける共有知識体系を創り出し世の中に浸透させる
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VISION 知財教育サービスを通じて知財機能を実装した研究開発活動を普及する

研究者

知財担当事業企画

想定 想定

マーケットに求められる
製品・サービスの技術

知財環境を味方につける
研究開発の進め方

事業にする 知財で守る/攻める

研究開発で新たな技術を生み出す
事業や知財を想定して

研究開発で新たな技術を生み出す

知財機能を実装した研究開発活動
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PRODUCTS and SERVICES
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パッケージ内容

ご利用方法と価格

サンプル動画視聴

アドバンストプログラム

サービスコンセプト



サービスコンセプト
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研究者

特許担当事業企画

想定 想定

マーケットに求められる
製品・サービスの技術

特許環境を味方につける
研究開発の進め方

事業にする 特許で守る/攻める

研究開発で新たな技術を生み出す
事業や特許を想定して

研究開発で新たな技術を生み出す



サービスコンセプト
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研究開発
計画を練る

新技術を
生み出す

（自社特許）

出願をする

（自社特許）

権利にする

（他社特許）

監視をする

事業情報

技術情報

特許情報

×

× （他社特許）

対策をする

事業を
優位に

推し進める

特許から情報を
得る為に必要な知識

特許対応を先読み
する為に必要な知識

特許の実務担当とは
視点や勘所が異なる教育内容



サービスコンセプト
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特許担当研究者
目的・戦略
認識にずれ

専門性の高い特許実務

特許環境の分析と提案

高付加価値

実務成果が
事業貢献と符号しない

研究開発と
焦点が合わず置き去り

キャッチアップの繰り返し
リソースを消耗



知財業界随一の図解で
浸透力を備えた教材

サービスコンセプト
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特許担当研究者

目的・戦略
共通認識

専門性の高い特許実務

特許環境の分析と提案

高付加価値

共有知識体系

事
業

技
術

特
許

特許の共有知識を
普及レベルに押し上げる
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サービスコンセプト

ご利用方法と価格

サンプル動画視聴

アドバンストプログラム

パッケージ内容



パッケージ内容

14

1
導入編

2
権利化編

5
特許網編

3
出願編

4
他社対策編

全部で5つのパッケージ構成

1導入編のみでも基礎固め可能な内容

2～5は各社の希望により順次個別に購入可能

図解を紙面化したハンドアウト資料をセット提供

各パッケージは10～20分の短編動画4～5本



パッケージ内容
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1-1 研究開発に特許が大切な理由

1-3 特許は早い者勝ち

1-4 特許の読み方のポイント

1-5 特許の調べ方のポイント

1-2 特許は陣取り合戦

1
導入編

2
権利化編

5
特許網編

3
出願編

4
他社対策編



パッケージ内容
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2-1 特許の権利化の位置付けと方法

2-3 特許の審査攻略法②（進歩性）

2-4 特許の審査攻略法③（記載要件）

2-2 特許の審査攻略法①（新規性）
1

導入編

2
権利化編

5
特許網編

3
出願編

4
他社対策編



パッケージ内容
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3-1 特許出願の目的と進め方の全体像

3-3 特許出願の①構想（発明提案書）

3-4 特許出願の②設計（出願依頼書）

3-5 特許出願の③具現（出願明細書）

3-2 特許出願と秘匿化（発明の保護ルート）

1
導入編

2
権利化編

5
特許網編

3
出願編

4
他社対策編



パッケージ内容
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4-1 他社特許対策の位置付けと全体像

4-3 他社特許のスクリーニング

4-4 他社特許への対策実行手段

4-5 他社特許の監視とマネジメント

4-2 他社特許の調査（侵害予防/無効資料）

1
導入編

2
権利化編

5
特許網編

3
出願編

4
他社対策編



パッケージ内容

19

1
導入編

2
権利化編

5
特許網編

3
出願編

4
他社対策編

5-1 特許網構築の意義と全体像

5-3 時間視点の特許ポートフォリオ

5-4 場所視点の特許ポートフォリオ

5-5 特許網構築の方法とアプローチ

5-2 技術視点の特許ポートフォリオ



待望の新作パッケージが拡張版で登場！
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6-1 特許調査の目的と全体像

6-3 出願前先行技術調査の実践に向けた導入

6-4 侵害予防調査ＦＴＯの実践に向けた導入

6-5 特許調査のマネジメント

6-2 特許調査の汎用的なスキルセット

1
導入編

2
権利化編

5
特許網編

3
出願編

4
他社対策編

6
特許調査編

続編の希望が特に多かったテーマ

Expanded Package
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サービスコンセプト

パッケージ内容

サンプル動画視聴

アドバンストプログラム

ご利用方法と価格



ご利用方法と価格
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研究者全員へのe-Learning研修

実務で必要になった際のスポット利用

テーマ別短編動画
なので

いつでも参照できる

パッケージ動画
なので

総合研修ができる

全体のレベルアップ！
導入編

権利
化編

出願編

他社
対策編

特許
網編



無期限・貴社グループ内で自由に展開OK
（コンテンツ使用許諾契約の締結可能）

ご利用方法と価格
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動画自体を納品
導入編

権利
化編

出願編

他社
対策編

特許
網編

1パッケージ¥500,000でのご提供
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サービスコンセプト

パッケージ内容

ご利用方法と価格

アドバンストプログラム

サンプル動画視聴



サンプル動画視聴
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導入編

権利
化編

出願編

他社
対策編

特許
網編

各パッケージ第1回のサンプル動画を
株式会社知財の楽校の

公式ホームページにて限定公開中



サンプル動画視聴
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導入編

権利
化編

出願編

他社
対策編

特許
網編

お問合せを頂いたお客様限定で
導入編フルパッケージの

サンプル動画視聴を手配可能
（続編パッケージは順次）



27

サービスコンセプト

パッケージ内容

ご利用方法と価格

サンプル動画視聴

アドバンストプログラム



アドバンストプログラム
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個別具体的な
知財活動への落とし込み

知財の楽校が
この重要な工程をご支援



PRODUCTS and SERVICES
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サービスコンセプト

コース内容

プロジェクト設定と価格

お申込みの対象者

コンサルタントの紹介



知財コンサルタントの紹介

2014年04月

大手のコーポレート知財部・事業部知財課・スタートアップ知財責任者・複業で知財系の起業
これらの現場経験と独自の知財教材を活用して皆様の知財活動をご支援します

2023年10月

2022年11月

2021年08月

2021年02月

2019年04月

出光興産株式会社 知的財産部 配属

同社 リチウム電池材料部 知財戦略グループ 異動

特許の楽校 開業

株式会社知財の楽校 設立 代表取締役社長（現職）

株式会社Polyuse 知財戦略マネージャー（現職）

株式会社知財塾 社外取締役（現職）

玉利泰成
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コース内容

プロジェクト設定と価格

お申込みの対象者

コンサルタントの紹介
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サービスコンセプト



サービスコンセプト

研究者

知財担当事業企画

想定 想定

マーケットに求められる
製品・サービスの技術

知財環境を味方につける
研究開発の進め方

事業にする 知財で守る/攻める

研究開発で新たな技術を生み出す
事業や知財を想定して

研究開発で新たな技術を生み出す

知財機能を実装した研究開発活動
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具体事例が
知識体系に

紐づいて蓄積され
全体レベルが向上

動画教材の
知識体系を

フレームワークに
知財活動を実践

サービスコンセプト

事業情報 技術情報 特許情報× ×

研究開発計画を練る

新技術を生み出す

出願をする

事業を優位に推し進める

監視をする

権利にする 対策をする

自社
特許

他社
特許
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サービスコンセプト

プロジェクト設定と価格

お申込みの対象者

コンサルタントの紹介
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コース内容



コース内容

1
導入編

2
権利化編

5
特許網編

3
出願編

4
他社対策編

特許ポートフォリオコース 特許出願アテンドコース特許クリアランスコース

5-1 特許網構築の意義と全体像 より

貴社の事業・研究開発の展望を共有しながら特許網編を参照し
特許ポートフォリオの拡充に向けて特に落とし込みを図りたい視点を選定しコンサルティングします
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コース内容

1
導入編

2
権利化編

5
特許網編

3
出願編

4
他社対策編

特許ポートフォリオコース 特許出願アテンドコース特許クリアランスコース

4-1 他社特許対策の位置付けと全体像 より

貴社の事業・研究開発の展望を共有しながら他社対策編を参照し
特許クリアランスの体制構築に向けて落とし込みを図りたい視点を選定しコンサルティングします
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コース内容

1
導入編

2
権利化編

5
特許網編

3
出願編

4
他社対策編

特許ポートフォリオコース 特許出願アテンドコース特許クリアランスコース

3-1 特許出願の目的と進め方の全体像 より

貴社に具体的な対象発明を1件選定いただき出願編に沿って落とし込みをアテンドします
（出願書類の作成や手続自体は特許事務所にご依頼いただきます）
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サービスコンセプト

コース内容

お申込みの対象者

コンサルタントの紹介
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プロジェクト設定と価格



プロジェクト設定と価格

特許網構築編
パッケージ

特許ポートフォリオ
コース

他社特許対策編
パッケージ

特許出願編
パッケージ

特許クリアランス
コース

特許出願アテンド
コース

2ヶ月以内20時間程度を目安とする実践への
具体的な落とし込みテーマを設定してプロジェクト化

知財の楽校の代表が教材を活用して伴走し
1プロジェクト当たり25万円でコンサルティング実行
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サービスコンセプト

コース内容

プロジェクト設定と価格

コンサルタントの紹介
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お申込みの対象者



お申込みの対象者

①
知財の楽校の動画教材を
フルパッケージで導入

必須要件 必須要件 優先要件

②
中小企業

ベンチャー・スタートアップ

③
インハウスの

知財担当者が3名以内
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PRODUCTS and SERVICES
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